
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（別添６別紙）

エフォートの考え方　　　　　　　　　　　
エフォートの定義について
· 第３期科学技術基本計画によれば、エフォートは「研究に携わる個人が研究、教育、管理業務等の各業務に従事する時間配分」と定義されています。

· 研究者の皆様が課題を申請する際には、当該研究者の「全仕事時間に対する当該研究の実施に必要とする時間の配分割合」
を記載していただくことになります。

· なお、この「全仕事時間」には、研究活動にかかる時間のみならず、教育活動や管理業務等にかかる時間が含まれることに注意が必要です。

· したがって、エフォートの値は、研究計画の見直し・査定等に応じて、変更し得ることになります。

例：年度途中にプロジェクトαが打ち切られ、プロジェクトβに採択された場合の全仕事時間の配分状況（この他、プロジェクトγを一年間にわたって実施）
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· このケースでは、９月末でプロジェクトαが終了（配分率４０％）するとともに、１０月から新たにプロジェクトβが開始（配分率５０％）されたことにより、プロジェクトγのエフォート値が３０％から２０％に変化することになります。
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� 「競争的資金の適正な執行に関する指針」(競争的資金に関する関係府省連絡会申し合わせ、平成29年6月22日改正)





_1576678576

